
日本共産党講演会

「 」原発からの撤退
～いまこそ政治決断を～

7月１８日（月･祝） ４時から６時午後

京都産業会館シルクホール
（阪急烏丸駅・京都市営地下鉄四条駅下車すぐ）

笠井 亮

●笠井亮が「今なぜ原発からの撤退か」大いに語ります。

・原発の危険性とは。安全な原発はないのか。

・原発から撤退して電力供給は大丈夫か。代替エネルギーは可能か。

・政府、財界はなぜ原発にしがみつくのか。

●府会議員団から福井原発調査、関電との交渉を踏まえ、若狭湾原発群の危険性を告発し、いまだに安全

神話にしがみつく国と関西電力の無反省な姿を浮き彫りにします。

■保育室を設けます。安心してご参加下さい。

■「原発からの撤退を求める署名」の集約ｺｰﾅｰを設けます。ぜひ当日お持ち下さい。

■当日は約５０分間、ご質問にもおこたえし、ご意見もうかがいます。

・下の記入欄にお書きいただき、事前に かメールでお送り下さい。当日お持ち頂いても結構です。FAX

（お名前）

（連絡先等）

075-211-5371 FAX 075-241-3802 E-mail info@jcp-kyoto.jp日本共産党京都府委員会 電話

日本共産党衆議院議員、

党原発･ｴﾈﾙｷﾞｰ問題対策委員会責任者


